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１．令和８年度に目指すこと

①景観重要建造物・樹木について
景観重要建造物及び樹木の候補を挙げ、指定に向けた提案を実施するために以下の業務を実
施する。
・国有形文化財（建造物）にかかるヒアリング（文化財担当部署）
・景観重要建造物及び景観需要樹木の候補案選定
・景観重要建造物及び景観需要樹木の所有者初期意向確認
・指定意向案件の調査・活用案作成
・指定候補の絞り込み

②重点地区について
現重点候補地区の中から重点地区の候補を挙げ、指定に向けた検討として以下の業務を実施
する。
・現重点候補地区の現状の把握（庁内ヒアリング、都市計画マスタープラン地域別ワーク
ショップ等）



（４）景観重要建造物等の指定に向けた進捗報告について
①-1 景観重要建造物
景観重要建造物の候補となりえる国登録有形文化財（建造物）について、文化財担当部署である生涯学習

スポーツ課に下記の表のとおりヒアリングを実施した。

登録名称 構成資産
所在地
（町大字）

重点候補地区
内又は外

所有形態
公開状
況

今後の利活用意向

1 かつおの天ぱく 主屋、作業場 大王町波切 内 法人 公開 現状維持（鰹節工場）

2 大王埼灯台 灯台、門柱、塀 大王町波切 内 官公庁 公開 現状維持

3 旧猪子家住宅 主屋、土蔵、門柱 阿児町神明 外 個人 公開
収益事業は考えず、
イベント会場として利活
用

4 松井真珠店 店舗、蔵
阿児町神明
（賢島）

内 個人 公開 現状維持（真珠店）

5 旧向井家住宅
主屋、道具蔵、衣装蔵、

正門、石塀
阿児町甲賀 外 法人 非公開 カフェ等収益事業を検討

6 安乗埼灯台 灯台 阿児町安乗 外 官公庁 公開 現状維持

7 中六店舗 店舗 磯部町上之郷 内 個人 公開 現状維持（飲食店）

8 神武参剣道場 道場 磯部町上之郷 内 個人 公開 大会利用



（４）景観重要建造物等の指定に向けた進捗報告について
①-2 景観重要樹木
景観重要樹木の候補として、下記の表のとおりとりまとめた。
＊参考資料：志摩市指定天然記念物、志摩市緑の基本計画

樹木名 所在地等（町大字） 生息場所
重点候補地区
内又は外

所有形態
志摩市指定
天然記念物

1 トキワガキ群生 阿児町神明 神明神社内 外 法人 〇

2 オオシマザクラ 磯部町恵利原 天の岩戸付近 外 個人 〇

3 クスノキ 磯部町上之郷 伊雑宮内 内 法人

4 イチョウ 磯部町坂崎 隣江寺内 外 法人 〇

5 クスノキ 磯部町坂崎 隣江寺内 外 法人 〇

6 ナギ 磯部町迫間 玉泉庵内 外 法人 〇

7 タブノキ 磯部町的矢 日和山付近 内 法人 〇

8 イスノキ 磯部町的矢 的矢村神社内 内 法人 〇
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＜令和８年度スケジュール＞
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＜令和９年度以降ロードマップ＞



景観重要建造物及び景観重要樹木 候補（案）一覧

資料4-2



かつおの天ぱく主屋・作業場

大王町波切

畳間と床のある座敷が続きま
す。平成10年頃、ここに居住
しなくなってからは、4畳間
は商品の陳列場所、他の部屋
は物置として使われるように
なりました。

かつおの天ぱくは、太平洋を望む大王崎(だいおうざき) にある、鰹節
を製造するための作業場と住居です。大王町では鰹節加工が盛んでし
たが、現在でも操業しているのは数店となっています。
かつおの天ぱくの敷地の南側は、道路を挟んで海に続く崖となり、東
側は一段高い崖となっています。平屋建の主屋は、敷地の北端に建て
られています。東側は厨房とクドで、西に仏壇を持つ寝間と居間、4

松井真珠店店舗・蔵

阿児町神明（賢島）

り一部漆喰（しっくい）塗壁
と海鼠（なまこ）壁になって
います。蔵は主に商品の真珠
を納めるためのもので、鉄筋
コンクリート造二階建てです。
防犯・防火を意識し、鉄扉や
窓は堅牢な造りをしています。
長い間「真珠蔵」として使用
され、平成11年からは賢島美
術館として利用されています。

松井真珠店は賢島の海岸通りにあり、店舗間口を英虞湾に面して建っ
ています。松井家は明治38年から志摩市内で天然真珠の買付・販売
を行い、昭和4年の志摩電機鉄道（現在の近畿日本鉄道志摩線）の開
業に伴って賢島駅前に真珠販売の店舗を構え、現在に至っています。
店舗は寄棟（よせむね）屋根の木造二階建てで、1階を店舗、2階を
客室や居間として利用しています。1階の外壁は、昭和48年の改修に
よ



旧向井家住宅主屋・道具蔵・衣装蔵・正門・石塀

阿児町甲賀

石塀が囲っています。主屋は
木造平屋建切妻造の建物で、
鎧壁を付す当地域らしい外観
の民家です。屋内には接客用
の大広間があります。道具蔵
と衣装蔵は隣り合っており、
いずれも土蔵造二階建です。

向井家は甲賀村の村長や県会議員など重役を務めた旧家です。元々は
甲賀地区の海岸付近にありましたが、嘉永7年（1854 年）11 月4日に
発生した安政の大地震による津波被害によって海岸部の家屋がほとん
ど流出した際に山手へと移り住んだことが、本住宅石塀北側にある祠
内の石碑に記されています。
敷地の北側に主屋と蔵2棟が並び、南東に正門があり、そのまわりを



伊雑宮のクスノキ

磯部町上之郷

志摩国一の宮であり、伊勢神宮の別宮
として崇敬を集める伊雑宮の鳥居横に
そびえ立つクスノキの大木です。根元
が巾着（きんちゃく）のように膨らん
だ独特の樹容から「巾着楠（きんちゃ
くぐす）」の愛称で親しまれています。
数百年もの間、参拝客を迎え入れてき
たその圧倒的な存在感は、伊雑宮の荘
厳な雰囲気を醸成する不可欠な要素で
す。上之郷地区の歴史的な田園風景と
鎮守の杜が一体となった景観において、
地域のランドマークとしての役割を十
二分に果たしており、志摩市の精神文
化を象徴する「緑の遺産」と言えます。




